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マダイ養殖ではエドワジエラ症が,出 荷サイズ

に発症することから大きな問題となっているが,今

のところ有効な対策がない。原因菌である

E伽o脇1θ1101o雇oは 主に腸管を介して感染する

とされており,腸 内細菌叢をコントロールすること

で,エ ドワジェラ症を予防できる可能性が考えられ

る。そこで本研究では,ブ レバイオティクスとして

の効果が期待されているイソマルトオリゴ糖(オ リ

ゴ糖)お よびマダイ腸由来の抗菌性細菌の経 口

投与によって,マ ダイのエドワジェラ症予防を試み

た。

材料および方法

糖質源としてオリゴ糖を含む寒天 培地を用いて,

マダイ数尾から腸内細菌180株 を分離した。分離

した細菌を全菌体タンパク質のSDS-PAGEプ ロフ

ァイルで分類し,各 群の代表株 計23株 について,

ストリーク法によりEloπぬ に対する抗菌活性を検

討 した。

平均 魚 体重約689の マダイ当歳魚 に,Elo雇 α

に対して抑制 効果 を示 した4株 を140間 投 与し,

さらに,そ れ らの菌株 とオリゴ糖 を7日 間経 口投与

して,1弛oz60に 対す る抵 抗 力 につ いて検討 し

た。

結果および考察

抗1弛orぬ 活性 を示 した4株 は,16SrDNA配

列 から 殉gooocco〃3属2種,漉ro〃20η α8属 および

8加woη θ〃α属 に同定された。これ らの菌株 をマダ

イに経 口投与 したところ,成 長 に影響 はみ られな

かった。また,こ れ ら4菌 株 お よびオリゴ糖 を経 口

投 与 したマダイにE碑 ぬ で浸漬 攻 撃し,5日 後

にエドワジェラ症 の発 症 率を調 べたところ,

8加wα η811α属 の細 菌を与 えた試 験 区のみ の発症

率 が57～67%で あり,他 の試 験 区の82～100%よ

りも低かった。
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